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＜連絡事項＞
・2/23(金)おいらせ町の選挙があり、北病棟では伊藤　義彦様が対象です。庶務とＰＳＷが対応します。

・本日、院内研修があります。

・電子カルテについて～床屋等のチェックにフローシートも活用して下さい。

・現在、西病棟からの転入候補は男性は浅坂　政美様、小笠原　文人様、女性は大上　なみ様です。決まり次第また連絡します。

・2/22(木)日向端　庸男様退院後の部屋移動の候補は山下　拓也様、松永　勘五郎様です。犾守　佑太様も検討していますが、こだわりが強い方のため、難しい事が考えられます。今後の転入してくる方の事も考えながら部屋移動を決めていきます。

・今までの各病棟の受け入れ可能数は東51床、西48床、北35床、南56床の合計190床、本日の入院患者数は182名でした。3/1(木)から受け入れ可能数東51床、西46床、北35床、南56床の合計188床になります。


・次年度に向けてのヒアリングを行いました。北病棟としての大きな目標として下記のようになります。詳細は後日となります。
　ベッド数の変化があるため、受け入れ可能数を把握しながら退院支援を行う。
　精神・身体状態など、患者様の個人的な支援を進めていく他、それらの事を病棟機能に反映させていく。
　コスト意識を持ちながら業務を根付かせていく。
　スタッフ一人ひとりの成長のため、勉強会などを行っていく。
　28年度より29年度の方が退院者数が多く、現時点で22名退院しています。自宅退院が15名、青山荘入所が3名、他施設への入所が2名、転院が2名となっています。そのうち長期入院の方は7名でした。

＜患者様連絡事項＞
・曽我　正子様～本日、東幸園の相談支援専門員晴山　久寿様、曽我様の妹様、ご本人、佐藤Ｎｓにて、東幸園入所前の訓練施設の場（青山荘）を見学しています。
今後の方向性は、3月より青山荘体験利用、4月より青山荘入所、将来的には、東幸園へ入所で検討しています。
利用状況で話しが変更となる可能性がありますが、その方向での話し合いをするとの事です。
受け持ちの佐藤Ｎｓより、今後、晴山様、青山荘などから連絡があったときは、三國ＰＳＷの方へ繋いでほしいとの事で連絡がありました。
[bookmark: _GoBack]近いうちに妹様が書類を記入後持ってくるとの事。また、晴山様に投稿苑のパンフレット頼んでいるとの事です。

＜注目患者様＞
・内田　都影様～昨日、他患者様との会話時に「ここの病院は厳しすぎると転院したい」と他患者様へ話し時折涙ぐんでいる事がありましたが、スタッフへの訴えはありません。本日は宮様や他患者様の名前の出しながら脈絡のない話しや被害的な内容を話していました。不機嫌になる事や興奮する事はありません。
　　　　　　　　引き続き、他者トラブルに注意しながら精神状態の観察をしていきましょう。

・上野　千奈津様～昨日の午後からプログラムに参加するようになっています。本日も午前、午後ともに参加しています。
本人の負担にならないよう様子を見ていきましょう。
・成田　富士子様～昨日朝、男性患者様に逸脱行為を迫られ(スタッフ未確認)驚いたと話し、それで落ち着かなくなったとの事であり不安時・不穏時の継続指示を3回服用しています。本日はそのことについて話す事はありませんが、9：00と12：25に不安時・不穏時の継続指示を服用しています。本日朝「何回も行ったけどスタッフが対応してくれなかった」(トラブル発生中にスタッフオフィスに来てスタッフに声を掛けなかった可能性あり)と声を掛けられるまで血糖測定を行わない状態でした。指定の時間での声掛けを行いつつ、スタッフは本人の行動に左右され過ぎないよう注意していきましょう。
　　　　　　　　　血糖高値時について、今後高血糖時の対応については、特別な対応は特にせず、通常通りの食事摂取、インスリン注射を行い、報告も特に必要はないとの指示を受けています。各自周知して下さい。

・飯田　修子様～スタッフ対応は穏やかですが、特定患者様に対して暴言を吐く事がありました。スタッフの注意は聞き入れ出来ています。
　　　　　　　　引き続き、他者トラブルに注意しながら観察していきましょう。

＜事故振り返り＞
内容：金沢　洋子様が2/20(火)就床前薬服用時に2/21(水)朝食後薬を服用していた事が発覚。主治医不在のため田名部Ｄｒへ報告し、本日朝に昨日服用していなかった就床前薬からオランザピンＯＤ錠だけを服用して経過観察の指示となる。本人の状態は変わりなし。
原因・薬包を持ってきた時のスタッフの確認不足(その時、複数の事が重なっていたとの事)
　　　・本人の自己管理能力低下の可能性
　　　・定期薬のセットを昨日はいつもよりも早く行っており、その事が本人には負担になっていた可能性がある。
対策・服薬前の確認の徹底。同時に他の事も行わなければならない場合、業務の優先度を考える。
　　　・スタッフ同士で情報共有して再発防止への意識付けをする。
　　　・普段と違う事(時間も含めて)を行う場合、それに対応できる方なのかを考える。

＜退院支援委員会＞
・飯田　修子様～自宅退院も、母様の病状が負担となることが予想されます。本人様の病状も安定せず、引き続き入院治療が必要であると思われます。
　　　　　　　　本人は4月の自宅退院を希望していますが、母様には断られたと本人は話しています。

・松永　勘五郎様～治験終了後、PSW交え検討していきます。

・五日市　規様～1/23(火)から治験薬ジプラシドンを開始していますが、壁を叩くなどの粗暴的な行動は時折みられています。

・木村　美智子様～アカシヤ寮へ戻ることは難しい状況です。ご家族様の協力を得ること
も同様に難しく、新たに施設入所する方向で進めていきます。

・畠山　文男様～愛護手帳はB判定とのこと。自宅退院し社会資源(ヘルパー・デイサービス)利用し、週末は近所の兄様が訪問する方向で進めています。2月下旬～3月上旬に兄様同行での「どんぐりの家多機能型福祉施設通所センター」見学も進めていきます。3月下旬から4月上旬の退院を目標としています。

・大久保　光男様～あっぷるハート壬生様へ依頼し、施設入所の方向で進めています。
　　　　　　　　　2/14(水)銀杏苑の面談を行っています。

・松谷　和也様～母様と一緒の自宅退院を目標にしています。現在(季節的に)自宅に住める状態ではなく、難しい状態です。本人の年金申請の結果や、暖かくなるのを待っている状況です。

・内田　都影様～4/4まで治験実施予定。保護者である姉様との関係を維持していくよう関わっていきましょう。





